
は
じ
め
に

火
託
以
来
餐
に
親
し
ま
れ
て
き
た
メ
ン
ソ
レ
ー

タ
ム
は
、
近
江
兄
弟
社
の
倒
産
を
機
に
、
「
キ
リ
ス

ト
誕
L
 
と
し
て
の
特
種
な
任
務
を
解
か
れ
、
数
あ

る
売
薬
品
の
ひ
と
つ
と
し
て
世
俗
化
し
た
。
兄
弟
社

は
、
そ
の
後
の
自
主
的
会
社
整
理
の
努
力
に
ょ
り
、

よ
う
や
く
再
建
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
こ
の
丕
¥
な

出
来
事
は
、
特
製
社
風
を
符
つ
県
の
社
史
に
、

悲
し
絵
機
を
画
す
る
こ
と
に
な
っ
九
。
六
ま
九

ま
百
周
年
を
迎
え
た
同
襄
に
と
っ
て
も
、
「
ワ
ン
・

ハ
ー
パ
ス
同
志
社
」
の
作
詩
家
と
し
て
、
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
の
名
は
忘
れ
難
い
。
質
素
で
、
徹
底
し
九
愛
と
正

義
を
掲
げ
九
こ
の
ヒ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
、
平
信
徒
と
し

て
と
ど
ま
り
、
独
立
Π
給
の
仏
道
の
資
念
と
し
て
、

か
ま
た
勤
労
・
卸
倹
・
役
<
叩
・
枇
の
「
禽
の
福

の
実
践
道
場
と
し
て
近
江
兄
靴
を
起
こ
し

U

.

.

九
伯
人
的
救
い
を
求
め
る
(
求
道
)
に
止
ま
ら
ず
、

汝
等
、
余
界
に
行
き
て
、
す
べ
て
の
民
を
教
え

よ
?
タ
イ
.
十
八
・
十
九
1
二
十
)
の
(
伝
道
)
使
命

感
に
燃
え
、
そ
の
昔
セ
ー
レ
ム
に
着
い
九
ウ
ィ
ン
ス

ロ
ッ
フ
と
ア
ー
ベ
ラ
ワ
の
昇
者
が
築
こ
う
と
し

九
「
丘
の
上
の
叫
L
 
を
、
異
端
の
地
近
江
に
建
設
し

き
て
つ

よ
う
と
し
九
彼
の
袈
る
試
み
は
、
つ
い
に
跳
獣
を

き
九
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
に
は
成
功
の

"
録
と
し
か
映
ら
ぬ
彼
の
H
叙
伝
は
、
『
失
敗
れ
の

゛
)
:

"
叙
仏
』
(
昭
四
十
玉
)
な
る
タ
イ
ト
ル
が
尓
す
ど
と

く
、
今
度
の
倒
産
を
「
神
の
国
匙
」
璽
の
失
敗

と
し
て
予
示
し
て
い
九
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
こ
の

の
、
、

地
に
落
と
し
九
一
粒
の
芥
子
種
は
、
あ
と
に
遺
さ
れ

た
教
会
に
、
病
院
に
、
 
Y
M
C
A
に
、
学
校
に
、
図

書
館
に
、
そ
し
て
感
化
を
受
け
た
数
知
れ
ぬ
人
九
ち

の
心
に
、
生
き
続
け
て
い
る
。
い
つ
の
日
か
、
「
空

)し

の
染
来
て
、
そ
の
枝
に
巣
を
作
る
ほ
ど
の
木
」

?
タ
バ
十
:
・
三
十
二
)
に
生
長
す
る
こ
と
を
祈
り
大

〕
0

し

一
吽
年
凾
和
四
十
九
介
)
、
年
の
瀬
も
迫
る
十
二
月

二
十
三
日
夜
「
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
」
の
名
で
知
ら

れ
る
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
呆
社
.
滋
賀
保
近
江
八

儒
市
魚
屋
町
元
、
資
木
金
九
千
六
百
万
円
、
筒
山
実
社
長
、
従

業
U
二
百
六
十
余
色
は
、
経
営
が
行
嘉
ま
り
、
人

本
醇
は
、
ま
ず
倒
産
の
起
こ
し
九
波
紋
を
追

そ
れ
が
持
つ
意
味
を
考
え
、
次
に
憲
の
尓
す

)
、

し

か
い
こ
.

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
ハ
イ
ド
L
 
の
遡
遁
、
そ
し
て
最
後

＼ノ

に
、
こ
の
.
人
を
"
つ
け
系
を
手
操
っ
て
み
九

)
0

し

倒
産
の
波
紋

W.M.vorieS と A.A.Hyde (D
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津
地
方
裁
判
所
彦
根
支
部
へ
、
商
法
に
ょ
る
会
社
整

理
を
申
し
立
て
九
。
石
油
危
機
以
来
の
不
況
の
深
刻

化
と
共
化
、
企
柴
の
経
営
破
綻
は
す
で
に
日
常
茶
飯

事
と
な
り
、
日
本
拳
や
そ
の
大
型
企
業
の
倒
産
に

も
、
も
は
や
動
じ
な
く
な
っ
て
い
九
さ
し
も
の
世
人

も
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
企
業
の
、
キ
リ
ス
ト
降
誕
祭
前

夜
の
倒
産
と
い
う
、
皮
肉
な
回
り
合
わ
せ
だ
け
に
、

時
な
ら
ぬ
シ
,
ツ
ク
を
受
け
た
。
祖
父
母
の
代
か

ら
、
家
庭
常
熊
人
「
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
」
の
愛
用
者

と
し
て
、
競
合
商
品
に
捌
も
く
れ
ず
、
こ
の
「
キ
リ

②

ス
ト
霊
薬
」
に
節
を
守
り
通
し
て
き
た
心
あ
る
立
持

、
、

、

、

者
た
ち
に
は
、
「
不
況
に
負
け
た
温
情
経
覚
信
者

①

゛
き

社
員
に
冷
た
い
イ
ヴ
の
新
聞
の
大
見
出
し
は
、
荒

む
世
相
を
そ
の
ま
ま
映
し
出
す
も
の
と
し
て
冷
酷
に

鷲
た
。
「
幹
部
社
員
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
有

能
で
あ
る
前
に
立
派
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
一
、
、
あ
る
こ
と

を
要
求
さ
れ
、
ガ
メ
ツ
さ
の
な
綸
仙
赫
N
 
他
の

製
薬
会
社
奪
約
店
づ
く
り
に
狂
奔
し
て
い
る
時
、、

、

問
屋
に
卸
売
り
し
て
、
あ
と
は
薬
加
ま
か
せ
の
殿
様

や

0

「
よ
、

、
、
 
4

商
法
」
と
い
う
よ
う
な
小
見
出
し
は
挑
楡
と
咽
笑
と

し
か
映
ら
な
か
っ
た

売
り
上
げ
不
振
、
無
理
な
多
角
絲
営
(
不
動
産
部
の

用
地
買
収
、
造
成
転
列
、
宅
内
装
飾
品
・
木
彪
品
の
入
な

ど
)
、
知
名
度
過
代
、
ー
カ
取
引
銀
打
の
欠
如
、
不

況
対
策
の
遅
れ
な
ど
、
お
馴
染
み
の
倒
覆
閃
以
外

に
、
一
'
傘
の
収
益
を
社
会
事
業
に
還
元
す
る
特
宍

な
経
営
が
も
は
や
通
用
し
な
く
な
っ
た
」
、
兄
馨

が
傾
く
要
閃
は
、
内
部
的
に
い
ろ
い
ろ
孫
な
も
の

が
あ
っ
九
の
だ
ろ
う
。
が
、
創
業
の
心
を
生
か
そ
う

と
い
う
努
力
靴
け
ら
れ
九
。
そ
れ
を
続
け
九
が
故

に
傾
い
た
の
だ
と
も
い
う
」
な
ど
、
批
判
、
同
怯
、

慨
懐
知
も
聞
か
れ
た
。
創
業
の
嘉
を
多
少
と
も

知
る
者
に
と
っ
て
、
こ
の
ニ
ユ
ー
ス
忠
味
す
る
も

の
は
、
も
っ
と
深
刻
で
、
.
圦
か
な
希
鼎
も
闇
に
吸
い

こ
ま
れ
る
よ
う
な
、
心
も
と
な
さ
に
通
ず
る
も
の
が

あ
っ
九
。

「
そ
は
、
九
れ
に
も
あ
れ
、
天
に
ま
し
ま
す
わ
が

父
の
御
斤
を
h
な
う
人
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
わ
が
兄

弟
、
姉
妹
、
母
」
?
タ
イ
十
二
.
引
十
)
を
社
名
の
典

拠
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
(
封

化
タ
・
柳
米
来
詔
)
と
Ⅱ
ハ
に
、
進
ん
で
御
へ
の
愛
を

"
3
た
合
含
巳
同
労
者
た
ち
が
、
「
す
べ
て
の
徳
を

結
び
合
わ
せ
る
惜
(
ず
ミ
)
」
 
9
0
サ
旦
.
ト
四
)
に

よ
っ
て
圃
く
結
ぱ
れ
た
兄
弟
社
を
創
り
、
近
江
八
傭

に
、
自
中
の
(
旨
巳
伽
舎
0
易
)
、
自
給
点
立
、
平
仁
従

の
伝
道
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
し
九
。
そ
の
趣
旨
は
、

兄
弟
社
の
伝
道
誌
『
湖
畔
の
両
』
の
発
刊
の
辞
に
、

う
ル

は
っ
き
り
と
誕
わ
れ
て
い
る
。

下
年
の
昔
、
イ
エ
ス
が
風
光
明
媚
の
ガ

リ
ラ
ヤ
湖
辺
に
立
ち
雄
崟
厳
な
る
御
両

を
天
下
揚
げ
給
ひ
し
を
、
我
は
わ
が
琵

琶
湖
の
ほ
と
り
に
立
ち
て
.
経
せ
ん
と
す

る
山
で
あ
る
。
我
は
わ
が
同
胞
の
不
安
な

る
生
諧
大
い
な
ゑ
響
を
宣
伝
せ
ん
と

す
る
者
で
あ
っ
一
・
・
・
・
愛
神
愛
人
の
旗
幟

を
X
.
て
世
の
す
べ
て
倫
黒
と
戦
わ
ん
と

5

す
る
も
の
で
あ
る

コ
ロ
ラ
ド
大
学
在
学
巾
の
九
0
:
邱
、
カ
ナ
ダ

の
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
第
四
同
S
 
・
 
V
 
・
 
M

(
ス
チ
ユ
デ
ン
ト
.
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
、
海
外
伝

道
学
生
訟
仕
団
)
世
外
大
会
に
、
コ
ロ
ラ
ド
州
代
表
と

し
て
出
席
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
述
動
の
.
兀
老
や
、
人

黛
見
と
も
に
優
れ
た
裟
し
か
ら
川
界
の
情
勢
を
剛

き
、
特
に
小
国
倫
小
の
知
人
硫
教
剖
か
ら
、
扶

消
滅
洋
L
 
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
姦
和
団
に
ょ
る

外
国
人
寅
教
師
の
む
ど
六
ら
し
い
導
の
か
ず
か

ず
、
そ
し
て
、
十
字
架
上
の
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
て
従

容
と
し
て
死
に
つ
い
た
殉
教
名
た
ち
の
生
々
し
い
叔

告
に
、
血
も
氷
る
感
銘
を
受
け
た
。
こ
れ
が
回
心
の

体
験
と
な
り
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
久
し
く
温
め
て
き
た

α
げ
、
リ

建
築
家
志
望
を
拠
ち
、
名
測
歪
よ
り
も
魂
の
救
溺

と
い
う
、
地
上
最
大
の
巣
に
生
を
献
げ
る
道
を

ひ

27



⑥

送
ん
だ
。ツ

シ
,
ン
・
ボ
ー
ド
の
有
給
伝
道
師
と
な
る
よ

マ
、

り
も
、
自
給
の
伝
道
で
,
目
分
の
桶
を
試
す
方
を
と

り
、
滋
賀
県
立
(
八
蟠
)
商
業
学
校
の
英
語
教
師
と
し

て
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
八
年
(
一
九
0
毛

二
月
で
あ
っ
た
。
愨
な
伝
道
は
、
ア
メ
リ
カ
出
発

の
前
か
ら
始
ま
り
、
艦
上
で
も
続
け
ら
れ
た
。
八
儒

で
は
、
一
講
を
習
い
た
い
本
音
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
お
よ
そ
己
に
対
す
る
粘
神
的
通
徳
的
厳
し
さ

と
い
う
も
の
を
幻
ら
な
か
っ
た
υ
H
年
た
ち
は
、
瞬
く

冏
に
こ
の
ヒ
ユ
ー
リ
タ
ン
的
ア
メ
リ
カ
脊
年
の
心
の

、
」
り
こ

虜
と
な
っ
た
。
彼
の
ひ
た
む
き
な
努
力
の
成
果
は
、

バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
誕
生
、
八
帆
Y
M
C
A
 
(
一
九

0
七
)
建
設
、
受
洗
者
続
出
と
、
具
体
的
な
形
を
と

り
始
め
九
。
生
徒
の
出
身
が
ほ
と
ん
ど
商
家
で
あ

り
、
本
願
寺
派
別
院
二
つ
に
加
え
て
、
十
八
の
寺
が

A
建
鎧
動
を
起
こ
し
、
本
国
の
得
家
に
寄
付
を

依
頼
す
る
か
た
わ
ら
、
 
Y
M
C
A
敷
地
を
買
う
交
渉

を
進
め
て
い
た
が
、
地
元
の
者
は
、
誰
も
他
人
の
口

を
恐
れ
て
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
土
地
を
手
放
そ
う
と
い

う
者
は
な
か
っ
た
。
バ
イ
ブ
ル
・
ク
ラ
ス
や
教
会
で

の
代
理
の
説
教
な
ど
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
数
少
な
い
信

者
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
西
氏
は
、

教
会
敷
地
の
一
部
を
Y
M
C
A
に
糧
す
る
こ
と
を

山
し
出
九

八
幡
商
業
学
校
在
職
わ
ず
か
二
年
で
解
職
さ
れ
た

が
、
雫
心
を
貫
く
九
め
八
幡
に
踏
み
留
ま
る
登
を

し
、
伝
道
の
た
め
の
自
給
を
は
か
る
た
め
、
京
都
Y

M
C
A
の
玉
で
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
を
開

く
。
最
初
の
福
諜
生
璽
と
し
て
繋
核
療
養
所

二
九
一
八
)
を
建
て
、
大
正
九
年
二
九
一
 
0
)
メ
ン

ソ
レ
ー
タ
ム
の
製
造
販
売
会
社
本
創
収
、
売
上
高
十

0
。
に
相
当
す
る
商
標
使
用
料
が
米
国
メ
ン
ソ
レ
ー
タ

ム
本
社
に
支
払
わ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
述
べ
る
篤
志

家
A
 
・
 
A
 
・
ハ
イ
ド
社
長
の
厚
・
語
よ
り
、
そ
の
う

＼ノ

ち
二
十
%
の
み
を
米
メ
社
に
支
払
い
、
残
り
七
十
0
。

お
亙
い
に
墻
に
せ
め
ぐ
仏
教
徒
の
町
で
あ
り
、
そ
の

上
、
日
張
争
の
勝
利
が
国
粋
曹
を
増
長
さ
せ
て

町
よ
う

<

い
た
だ
け
に
、
無
垢
の
青
年
の
閻
に
燎
原
の
火
の
ご

と
く
広
ま
る
耶
蘇
教
は
無
限
の
脅
威
と
し
て
映
り
、

そ
の
元
兇
を
追
放
す
べ
し
と
い
う
怨
嵯
の
声
が
湖
東

に
広
ま
っ
た
。

そ
う
園
え
ば
、
こ
の
国
粋
保
存
の
波
に
洗
わ
れ
た

の
は
、
ひ
と
り
ヴ
分
ー
リ
ズ
忙
止
ま
ら
な
い
0
 
当

八
幌
教
会
の
仏
道
者
は
、
彦
根
よ
り
畿
し
て

時
、

く
る
大
橋
五
男
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
教
会
は
、
明
治

十
三
年
頃
か
ら
新
島
門
下
の
海
老
轟
正
、
宮
川
経

卸
、
原
田
助
な
ど
が
伝
道
し
て
起
こ
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
明
治
二
十
年
頃
に
は
相
当
な
数
倫
者
を
集

め
て
い
た
も
の
の
、
日
露
戦
争
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に

や

は
男
四
人
、
女
五
、
六
人
に
痔
せ
細
り
、
集
会
場
も

衰
微
の
極
に
達
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、

郁
御
室
の
西
牧
場
の
当
主
、
西
幸
治
郎
氏
が
現
れ

た
。
八
帳
で
生
ま
れ
、
牧
場
建
設
を
夢
み
郁
に
出

た
彼
は
新
島
嬰
に
出
会
っ
て
そ
の
人
格
に
打
た
れ
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
、
故
郷
に
教
会
を
建
て
る
決
意

を
し
た
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
営
々
と
貯
金
を
続

け
、
教
会
の
敷
地
を
購
入
す
る
た
め
に
来
幡
し
た
の

で
あ
る
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
禽
身
も
生
徒
の
間
で
知

徳
・
体
の
三
育
の
た
め
、
か
つ
伝
道
の
た
め
Y
M
C

が
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社
を
通
し
て
社
会
事
業
に
還

⑧

元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
六
。
こ
う
し
て
近
江
ミ
ッ
シ

,
ン
の
基
礎
は
固
ま
っ
た
。
滞
日
六
十
年
、
社
会
公

釜
業
に
幾
多
の
功
績
を
残
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し

W. M. vories
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い
栄
誉
を
担
っ
て
、
昭
和
三
十
九
年
(
一
九
六
四
)
、

八
十
三
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
が
、
「
自
分
の
宝
を
地

上
に
た
く
わ
え
る
こ
と
を
や
め
な
さ
い
:
:
:
自
分
の

宝
は
天
に
た
く
わ
え
な
さ
い
」
?
タ
イ
六
.
十
九
ー
ニ

9
 
の
教
え
通
り
、
何
の
遺
産
も
残
さ
ず
、
す
べ
て

を
兄
弟
社
の
後
継
者
に
譲
っ
た
。

素
志
を
継
承
す
る
者
の
貴
任
は
重
い
。
倒
産
の
日

か
ら
必
死
の
再
建
計
画
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
二
月
十
二
日
、
米
メ
社
G

.

H
・
ハ
イ
ド
社
長
は
兄
弟
社
に
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の

製
造
販
売
契
約
破
棄
を
通
告
、
暫
定
的
に
,
当
分
の

問
の
製
造
販
売
継
続
'
を
認
め
九
。
そ
う
こ
う
す
る

う
ち
に
、
米
メ
社
と
口
ー
ト
製
薬
と
の
間
に
一
父
渉
が

進
み
、
四
月
二
十
三
日
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
製
造
販

売
独
占
権
は
口
ー
ト
製
薬
に
移
っ
九
。
商
標
使
用
料

は
今
後
十
年
閻
五
t
十
%
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、

多
分
こ
れ
は
口
ー
ト
で
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
を
新
し
く

製
造
販
売
す
る
に
伴
う
投
資
や
危
険
を
見
込
ん
で
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
純
然
た
る
経
済
計
算

に
基
づ
く
取
り
引
き
で
あ
る
事
に
間
違
い
は
な
い
。

一
方
、
大
津
地
裁
に
会
社
整
理
を
申
し
立
て
て
い

た
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
は
、
同
地
裁
任
命
の
検
査

役
が
七
月
十
七
日
「
自
主
再
建
可
能
」
の
需
を
出

す
に
及
ん
で
、
「
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
製
造
は
出
来

な
く
て
も
、
独
自
の
薬
品
を
開
発
し
、
経
営
規
模
を

縮
小
す
れ
ぱ
自
主
再
建
で
き
る
」
と
し
て
整
理
申
し

立
て
を
取
り
下
げ
た
。
整
理
に
入
っ
た
当
初
三
十
七

億
円
あ
っ
た
負
債
は
、
そ
の
後
の
定
期
預
金
相
殺
、

手
形
決
済
、
財
産
処
分
な
ど
に
ょ
り
、
九
月
十
二
日
現

在
で
十
三
億
円
に
減
り
、
更
に
手
持
ち
不
動
産
の
売

却
で
全
額
返
済
で
き
る
事
が
甕
で
あ
り
、
厚
生
省

か
ら
許
可
の
お
り
た
新
商
品
の
誕
薬
「
近
江
兄
弟

社
メ
ン
タ
ー
ム
」
の
製
造
を
器
し
、
九
月
十
六
日

か
ら
、
愛
称
「
メ
ン
タ
ム
・
キ
ッ
ト
」
と
し
て
市
販
さ

れ
る
事
に
な
っ
た
。
成
分
も
韶
も
メ
ン
ソ
レ
ー
タ

ム
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
値
段
も
変
わ
ら
ぬ
と
い
う
。

つ
生
ず

ヤ
レ

株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
の
蹟
き
に
ょ
り
、

口

ノ

テ
ィ
収
入
お
よ
び
配
当
金
の
収
入
が
皆
無
と
な
り
、

財
団
法
人
近
江
兄
弟
社
は
、
独
立
採
算
制
の
ヴ
ォ
ー

リ
ズ
悪
病
院
を
除
く
財
団
経
第
業
に
重
大
詣

を
受
け
、
後
遺
症
を
残
し
つ
つ
も
述
営
を
続
行
、
ま

た
は
一
時
停
止
さ
れ
た
機
能
を
冉
開
し
つ
つ
ぁ
る
。

会
社
が
冉
び
活
動
を
開
始
し
た
今
、
半
年
余
り
の

休
止
と
、
主
力
商
品
名
が
片
仮
名
二
字
だ
け
短
く
な

つ
蕉
を
除
け
ぱ
、
一
見
何
ご
と
も
起
こ
ら
な
か
っ

九
か
に
見
え
る
。
し
か
し
、
米
メ
社
に
ょ
る
メ
ン
ソ

レ
ー
タ
ム
製
造
販
売
独
占
衡
奪
は
、
線
徴
的
怠

味
を
持
ち
、
近
江
ミ
ッ
シ
,
ン
以
来
の
歴
史
K
契

な
転
機
を
画
す
る
。

ハ
イ
ド
(
山
.
少
国
豆
●
)

「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
よ
。
然
ら
ぱ
、

こ
れ
ら
の
も
の
は
、
す
べ
て
添
え
て
与
え
ら
れ
ん
」

(
マ
タ
イ
六
・
三
士
己
の
聖
句
は
、
明
日
の
こ
と
を
思

い
わ
ず
ら
う
こ
と
な
く
し
て
今
の
瞬
閻
に
§
を
尽

く
す
こ
と
を
可
能
に
し
、
今
日
の
失
望
は
明
日
の
希

望
を
培
う
た
め
に
神
が
計
面
し
た
建
設
の
試
練
で
あ

る
、
と
教
え
て
い
る
。
八
幌
商
業
在
職
満
二
年
日
の

二
月
十
日
、
西
牧
場
主
の
提
供
し
た
教
会
敷
地
に
待

望
の
Y
M
C
A
会
館
が
落
成
し
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
有

り
金
を
は
た
い
て
建
築
費
を
支
払
い
、
ほ
っ
と
し

九
。
そ
こ
へ
届
い
た
の
が
教
師
解
雇
の
通
知
で
あ

か
ゆ

る
0
 
無
一
文
、
無
収
入
に
な
っ
た
倫
が
「
粥
を
す

す
っ
て
で
も
八
幡
伝
道
を
続
け
さ
せ
て
下
さ
い
」
と

器
に
祈
る
の
を
見
て
器
し
、
同
労
者
の
一
人
と

な
る
こ
と
を
申
し
出
た
の
は
、
三
十
六
番
目
の
生

徒
受
洗
者
、
吉
田
綴
氏
で
あ
っ
た
。
卒
業
を
旬
日

後
に
控
え
九
吉
田
は
、
こ
の
こ
と
が
な
け
れ
ぱ
、
高

商
に
進
む
か
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
留
学
す
る
は
ず

で
あ
っ
九
。
義
を
見
て
せ
ざ
る
は
勇
な
き
な
り
と
考

え
、
母
か
ら
の
月
々
の
仕
送
り
卜
七
円
で
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
と
清
貧
を
分
か
つ
決
心
を
し
六
事
惜
を
伝
え
聞
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い
た
京
都
Y
M
C
A
名
誉
主
事
G
 
・
S
 
・
フ
ェ
ル
プ

ス
か
ら
激
励
の
手
紙
と
一
緒
に
二
十
五
ド
ル
の
為
替

が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
金
は
、
日
本
を
通
り
す
が

り
の
ア
メ
リ
カ
の
一
実
業
家
が
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
氏
の

自
活
の
道
が
立
つ
ま
で
」
月
々
の
援
助
を
約
束
さ
れ

た
も
の
だ
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
た
。
約
束
ど
お

り
、
自
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
三
年
閥
、
毎

月
同
額
の
為
替
が
届
け
ら
れ
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
大
津
の
馬
場
に
鉄
道
Y
M
C
A
を

建
設
す
る
計
画
を
立
て
、
明
治
四
十
三
年
(
一
九
一
9

欧
米
へ
募
金
の
旅
に
出
た
時
、
シ
カ
ゴ
市
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
・
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
平
信
徒
宣
教
大
会
で

た
ま
た
ま
面
識
を
え
た
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
社
の
創
立

者
A
 
・
 
A
 
・
ハ
イ
ド
氏
こ
そ
、
そ
の
時
の
匿
名
の
篤

志
家
と
判
明
し
た
。
氏
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
日
本
を

訪
れ
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
「
神
の
国
建
設
」
の
ヒ
心
に
痛

く
感
激
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
カ
ン
ザ
ス
で
牛
ま
れ
た
が
、
同
州

出
身
の
ハ
イ
ド
は
ウ
ィ
チ
タ
の
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン

で
、
彼
も
ま
た
教
派
を
超
え
た
伝
道
に
急
な
平
信

徒
で
あ
っ
た
。
不
動
産
売
買
で
産
を
成
し
た
彼
は
、

一
八
八
四
t
五
年
の
頃
、
折
か
ら
の
不
況
で
資
産
を

失
っ
た
。
破
産
す
る
前
に
、
ウ
ィ
チ
タ
Y
M
C
A
の

建
築
資
金
三
万
ド
ル
を
寄
付
す
る
約
束
を
し
て
い

た
。
完
納
し
な
い
う
ち
に
不
幸
に
出
合
っ
た
彼
は
、

神
と
の
約
柬
を
果
た
す
た
め
、
子
供
八
人
の
大
家
族

を
抱
え
な
が
ら
も
、
家
屋
敷
や
目
ぽ
し
い
財
産
を
売

り
払
っ
て
寄
付
の
約
束
を
果
た
し
、
裸
一
貫
に
な
っ

て
長
畏
ら
し
か
ら
嘉
を
は
か
っ
た
。
 
Y
M
C
A

へ
の
ハ
イ
ド
と
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
献
身
は
全
く
共
通
し

て
い
る
。
さ
て
、
ハ
イ
ド
の
堅
実
な
カ
ム
バ
ッ
ク
を
可

、ノ

能
に
し
た
の
は
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
発
明
で
あ
る
。

メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
が
そ
の
後
日
本
で
窕
轡
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。
青
年
の

こ
ろ
東
洋
に
遊
ん
だ
ハ
イ
ド
は
、
横
浜
の
街
頭
で
目

こ
う

に
入
っ
た
奇
妙
な
膏
薬
を
一
個
買
い
求
め
た
。
多
分

素
に
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
,
あ
か
ぎ
れ
膏
、
か

,
ガ
マ
の
脂
'
の
類
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
効
能
が
非

常
に
す
ぱ
ら
し
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
破
産
の

窮
余
の
一
策
と
し
て
、
そ
れ
に
似
せ
た
膏
薬
を
発
明

し
た
。
こ
れ
が
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
で
あ
る
。
主
原
料

ハ
ツ
カ

は
日
本
産
メ
ン
ソ
ー
ル
(
苅
荷
)
と
カ
ン
ソ
ー
ル
(
樟

脳
)
で
あ
る
。
敬
虔
な
ハ
イ
ド
は
、
創
業
に
当
た

＼ノ

り
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
売
り
上
げ
収
益
の
十
%
は

福
音
伝
道
、
社
会
教
育
な
ど
に
献
げ
ま
す
と
神
に
誓

つ
た
。
会
社
は
大
成
功
を
収
め
、
幾
十
年
も
の
問
に

献
余
は
光
り
上
げ
収
益
の
、

0
、

ト

:
:
そ

0

0

し
て
九
十
%
に
も
達
し
、
正
に
「
キ
リ
ス
ト
霊
薬
」

の
名
の
と
お
り
肉
体
的
の
み
な
ら
ず
精
神
的
苦
痛
を

い
や癒

す
鴛
木
と
し
て
神
の
事
業
に
奉
仕
し
九
の
で
あ

る
。
シ
カ
ゴ
で
ハ
イ
ド
と
別
れ
る
際
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は

し
ら

メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
見
本
を
一
侭
っ
て
帰
っ
た
0

こ
の
旅
か
ら
日
本
に
帰
る
時
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
は

二
人
の
同
行
者
が
あ
っ
た
。
一
人
は
コ
ー
ネ
ル
大
学

建
築
科
を
終
え
た
ぱ
か
り
の
S
 
・
 
V
 
・
 
M
 
・
(
海
外
伝

道
学
生
奉
仕
団
)
た
卜
仕
隊
員
チ
ェ
ー
。
ヒ
ン
、
も
う
一
人

は
外
国
伝
道
に
忽
で
、
後
日
牧
伽
と
な
っ
て
同
じ

道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
ソ
ー
ン
稟
で
あ
る
。
同
労

者
が
二
人
増
え
た
近
江
ミ
ッ
シ
,
ン
は
焚
な
前
進

発
製
の
時
朔
を
迎
え
、
ま
た
、
労
働
者
へ
の
伝
道
を

目
ざ
し
た
馬
場
の
鉄
道
Y
M
C
A
も
完
成
し
、
何
百

人
か
の
鉄
道
従
業
員
の
道
徳
的
・
粘
神
的
修
練
の

場
、
憩
の
場
と
し
て
歓
迎
さ
れ
た
。
や
っ
と
ー
ぢ
く

暇
を
得
た
吉
田
は
、
本
格
的
伝
道
修
業
の
た
め
大
正

元
年
に
渡
米
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
聖
哀
成
学
校

(
の
ち
の
神
学
校
)
に
入
学
し
た
。
鑾
の
初
夏
に
は
、

後
に
ふ
れ
る
ど
と
く
、
モ
ホ
ン
ク
湖
畔
で
開
か
れ
た

Y
M
C
A
主
催
の
国
際
キ
リ
ス
ト
教
会
議
へ
、
日
本

か
ら
の
代
員
と
し
て
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
と
仕
ハ
に
参
加
。
そ

の
頃
す
で
に
そ
の
卓
抜
藷
学
力
を
ジ
,
ン
・
 
R
 
・

⑩
,
,

モ
ッ
ト
に
認
め
ら
れ
て
い
た
彼
は
、
 
Y
M
C
A
の
旅

行
鴛
を
蚕
嘱
さ
れ
、
全
米
三
十
八
の
大
学
を
荷
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し
て
J
・
S
 
・
C
 
・
A
 
・
(
日
本
人
詔
学
中
キ
リ
ス
ト
協
会
)
の

組
織
作
り
に
奔
走
し
た
。
そ
の
途
中
、
モ
ッ
ト
氏
が

そ
の
生
み
の
親
、
育
て
の
親
で
あ
る
S
 
・
 
V
 
・
 
M

大
会
に
も
出
席
し
た
。

カ
ン
ザ
ス
で
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
(
一
九
ご
己
も

盛
会
で
、
大
会
の
代
員
総
数
四
千
名
、
日
本
人
も
約

十
名
出
席
し
て
い
た
。
そ
の
日
本
人
出
席
者
の
う

ち
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
か
ら
参
加
し
た
詔
彪
の
六
人

(
.
)
、

痢
力
帰
り
の
加
質
を
使
い
は
た
し
、
占
剛
に
釡
を

工
面
し
て
欲
し
い
と
泣
き
つ
い
て
き
た
。
旅
行
韓
事

は
旅
先
で
の
募
金
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
「
儲

な
鳶
だ
し
、
個
人
的
に
頼
む
の
な
ら
構
う
ま
い
し

と
い
う
こ
と
で
、
会
の
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
ひ
と
り
の

白
髪
の
老
紳
士
に
面
会
を
求
め
た
。
「
あ
の
人
は
偉

い
人
だ
か
ら
、
多
分
力
に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

と
同
僚
の
第
に
教
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
将
を

聞
い
た
こ
の
老
紳
上
は
、
お
も
む
ろ
に
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
小
切
手
帳
を
取
り
出
し
、
日
付
け
と
名
前
を
書
き

入
れ
る
と
、
金
額
欄
は
空
白
の
ま
ま
吉
田
に
渡
し

た
。
「
い
か
ほ
ど
頂
け
る
の
で
す
か
」
と
不
審
そ
う

に
見
上
げ
る
吉
田
に
、
「
必
要
な
だ
け
自
分
喜
き

入
れ
な
さ
い
」
と
無
造
作
に
こ
た
え
九
。
「
君
は
ど

こ
か
ら
来
た
の
か
」
と
聞
か
れ
、
近
江
か
ら
、
と
答

え
た
途
端
に
話
が
は
ず
み
、
そ
の
老
紳
士
が
催
名
の

魯
で
近
江
ミ
ッ
シ
,
ン
を
た
す
け
九
陰
の
後
援

者
、
か
ね
が
ね
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
か
ら
聞
い
て
い
た
ハ
イ

ド
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
(
未
完
)

(
大
学
文
学
部
教
授
・
ア
メ
リ
カ
研
究
)

(
注
)

①
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社
(
昭
四
十
万
)

②
、
.
一
げ
m
 
〕
n
功
仁
m
 
ミ
ゆ
血
一
0
-
=
ゆ
"
"

メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
箱
の
小
に
「
キ
リ
ス
ト
教
に
関
t
ろ
御

質
問
徹
迎
の
チ
シ
を
人
れ
た
北
め
。

冨
ゆ
井
ゆ
=
<
.
工
一
一
0
-
m
仁
て
登
N
如
一
、
、
ミ
ミ
§
糺
仇
、
、
礼

、
.
=
、
禽
曹
隷
北
上
.
堂
(
昭
三
十
四
)
ヤ
誘

↓
、
ミ
 
9
ミ
山
、
0
§
『
曾
0
糺
、
制
 
0
速
住
『
、
切
R
 
さ
,
、

(
)
『
一
一
n
一
ゆ
m
 
6
0
=
n
0
一
ゆ
ル
ず
て
冨
美
一
ぐ
.
工
一
一
0
一
豊
.

寄
昆
四
)
(
踏
念
)
ヤ
伽

③
朝
日
新
聞
昭
四
十
九
・
十
二
三
十
四
(
夕
刊
)

④
守
ミ

会
礼
近
江
兄
弟
社
は
財
団
か
ら
再
突
施
椛
を
供
与
さ
れ
て
い

病
院
、
学
校
な
ど
社
会
Ⅲ
業
を
し
て
い
ろ
財
団
κ
資
企

0

たが
落
ち
る
よ
う
に
、
株
式
会
社
近
江
兄
弟
社
は
メ
ン
ソ
レ
ー

タ
ム
の
売
り
上
げ
の
十
%
を
財
団
に
↑
X
払
い
、
財
団
は
、
う

ち
三
十
%
を
米
メ
社
に
送
金
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
北
。

⑨
謙
に
も
鉄
道
Y
M
C
A
を
作
っ
た
0
 
も
と
も
と
Y
M
C

A
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
雑
貨
商
ジ
,
ー
ジ
.
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
、

一
八
八
四
年
に
璽
従
業
貝
の
精
神
向
ヒ
の
た
め
に
創
設
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
瞬
く
周
に
広
が
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一

八
五
一
圷
に
ボ
ス
ト
ン
艾
都
く
ヒ
ま
れ
、
大
,
主
、
鉄
道
従

楽
n

、

工
場
労
働
者
、
軍
人
、
 
L
 
ニ
グ
ロ
、
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
W
に
も
没
透
し
た
。
日
木
へ
Y
M
C
A
を
導
人
し
た

の
は
神
Ⅲ
乃
武
で
、
彼
が
ア
メ
リ
カ
紹
学
か
ら
剤
っ
た
明
治

一
年
新
肴
町
の
京
橋
教
会
で
最
初
の
Y
M
C
A
を
禿
足
き

せ
た
。
ヴ
今
ー
リ
ズ
は
八
幡
商
業
学
校
に
Y
M
C
A
を
作

り
、
恐
ら
く
主
'
イ
は
日
本
で
は
こ
れ
が
最
初
で
あ
ろ
う
と

日
て
い
る
。
純
潔
を
説
き
、
禁
泗
禁
煙
は
も
ち
ろ
ん
、
「
四

g
の
精
液
は
二
o
o
g
の
血
液
に
相
当
す
る
」
と
匙
唖
ヒ
の

理
山
も
あ
げ
て
Π
慰
急
戒
め
て
い
る
。

⑩
〕
0
一
三
%
.
冨
0
二
(
易
歌
1
]
Φ
宗
)

コ
ー
ネ
ル
(
暫
学
士
)
、
イ
ェ
ー
ル
(
修
士
)
、
エ
デ
ィ
ン
バ

ラ
(
ι
.
L
 
.
D
)
。
 
Y
M
C
A
の
国
際
委
R
会
学
生
主
姿
を

皮
切
り
に
、
ア
メ
リ
カ
Y
M
C
A
、
万
国
Y
M
C
A
、
 
Y

M
C
A
世
界
同
盟
、
海
外
伝
通
学
生
遊
仕
団
(
m
一
且
ゆ
三

<
O
E
=
甜
ゆ
『
冨
0
ぐ
ゆ
ヨ
ゆ
三
)
、
万
国
学
生
キ
リ
ス
ト
教
速

盟
な
ど
の
幹
部
と
し
て
活
釧
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賀
以
外
に
、

口
本
の
瑞
宝
章
を
含
め
、
多
数
の
風
か
ら
勲
章
を
受
け
た
。

な
お
、
下
記
の
資
料
を
岫
所
で
使
用
し
た
。

一
柳
米
来
剤
『
失
敗
者
の
自
叙
伝
』
近
江
兄
弟
社
(
昭
凶
十
五
)

占
田
悦
蔵
『
近
江
の
兄
弟
、
近
江
兄
弟
社
(
大
十
三

⑤
『
湖
畔
の
声
』

⑥
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
一
大
決
心
を
き
せ
た
一
九
0
一
年
の
S

V
 
・
 
M
 
・
世
界
大
会
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
乏
.
冨
.
ぐ
0
二
の
m

と
S
 
.
 
V
 
.
 
M
 
.
ト
ロ
ン
ト
大
会
」
(
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研

究
第
十
二
号
、
一
九
主
ハ
)
参
照
。

⑦
、
ミ
芸
§
糺
山
、
、
糺
、
.
靴
、
貸
曹
辻
.
ヤ
]
゛

⑧
大
正
七
年
、
福
音
の
宣
伝
各
施
設
、
近
江
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム

の
中
業
一
切
を
ま
と
め
て
「
近
江
キ
リ
ス
ト
教
慈
善
教
化
財

団
L
 
と
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
「
財
劇
法
人
近
江
兄
弟
社
」

で
あ
り
、
メ
ン
ソ
レ
ー
タ
ム
の
製
造
販
需
可
契
約
は
、
米

メ
社
が
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社
と
直
接
契
約
を
結
び
、
株
式

第
一
号
明
四
十
五
・
七

第
六
八
四
号
昭
四
十
七

(
六
十
周
年
記
念
号
)

・
十
五

.
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ル
一
.
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'

'
'
゛
.
き
、
"
々

ι

'

'
一

゛
、

亨

元.
一
:
 
J
 
'

"

・
プ

阜

、

た
、
こ
こ
玉
立
っ
た
O
B
の
数
は
五
百
名
を
超
え

て
、
全
国
に
散
在
し
て
い
る
創
設
碍
か
ら
幾
多

の
風
雪
に
耐
え
つ
っ
茨
の
道
を
歩
ん
で
き
九
先
Ⅲ
小
た

ち
の
志
に
支
え
ら
れ
九
長
い
歴
史
の
冏
に
、
こ
の
凱

団
が
体
験
し
た
数
々
の
で
き
ど
と
を
、
残
さ
れ
た
不

完
全
な
資
料
と
器
を
も
と
に
、
霜
か
っ
正
秘

は
と
ぅ
て
い
述
べ
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
目
ド
、
創
立
半
W
糺
と
い
う

時
代
の
武
例
り
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
「
同
總
1

年
史
」
を
惹
編
さ
ん
中
で
、
近
く
発
刊
の
予
定
で

あ
る
た
ま
九
ま
鳶
編
集
部
か
ら
の
ご
依
秘
よ

り
、
黒
社
禦
部
の
歴
史
中
に
特
筆
し
得
る
と
こ

ろ
を
、
ニ
、
一
一
思
い
出
す
ま
ま
記
し
て
み
ょ
う
。

四
十
年
前
に
川
志
村
が
創
Υ
、
ハ
↓
周
卸
を
迎
え
た

と
き
凾
和
十
卸
)
に
、
何
か
同
志
社
学
園
に
相
応
し

い
音
楽
の
行
事
を
や
ろ
う
と
い
う
企
画
が
出
さ
れ
、

当
時
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
や
混
声
合
唱
団
の
指
揮
者
を

務
め
て
い
九
森
本
為
氏
蔽
人
神
学
科
助
手
)
が
中

心
と
な
二
L
、
こ
の
哥
を
強
力
に
糎
し
、
幸
い

同
志
社
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
(
同
郷
の
旧
称
)

が
あ
る
か
ら
、
器
倫
団
と
共
演
で
へ
ン
デ
ル
の

メ
サ
イ
ア
の
全
曲
演
奏
を
行
お
う
と
い
う
こ
と
に
な

つ
九
。
当
時
刷
糾
は
、
弦
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
は

'

.
、
b

奇

、
.
一
御
'
.
、

'同
森
交
糊
谷
は
、
同
寿
創
立
百
周
年
と
仰

を
同
じ
く
し
て
栄
え
あ
る
五
十
周
年
を
迎
え
た
。
大

正
の
末
期
に
十
数
名
の
有
志
に
ょ
っ
て
発
足
し
た
、

学
生
に
ょ
る
一
小
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
と
い
う
よ
り
室

'
き
わ

内
楽
団
の
名
に
相
応
し
い
も
の
で
、
「
お
も
ち
ゃ
の

交
粋
曲
」
や
ハ
イ
ド
ン
の
小
交
辨
曲
な
ど
か
ら
練
習

を
始
め
た
。
そ
れ
が
五
十
年
を
経
た
現
在
、
部
員
百

三
十
名
を
有
す
る
一
棗
団
に
成
長
し
、
全
国
に
数

多
い
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
中
に
あ
っ
て
注
凱
す
べ

き
存
在
と
し
て
堅
署
活
動
を
諄
て
い
る
。
ま

同志社交響楽団の50年'

「おもちゃ」から「第九」まで

同志社創立60周年記念メサイア演奏(昭和10年)

イ'イ
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揃
っ
て
い
た
が
、
卿
暴
器
の
爽
者
が
揃
わ
な
か
っ
た

の
で
、
モ
ツ
ァ
ル
ト
、
ク
リ
ザ
ン
ダ
ー
編
舳
の
も
の
で

な
く
、
原
典
の
原
曲
の
弦
ハ
ー
ト
だ
け
で
や
る
こ
と

に
な
っ
九
。
四
名
の
ソ
リ
ス
ト
は
、
个
部
制
志
社
出

ニ
ー
ノ

身
者
で
、
わ
が
国
の
楽
紅
を
代
去
す
る
舒
々
た
ゑ
Π

楽
家
ば
か
り
で
、
六
こ
ん
で
母
校
の
壮
挙
に
馳
せ
参

じ
た
。
ソ
フ
ラ
ノ
竹
内
禎
子
、
ア
ル
ト
轟
卸
子
、

テ
ノ
ー
ル
太
田
黒
餐
二
、
バ
ス
内
果
一
と
い
っ
た

゛
＼ノ

而
々
で
、
指
邦
は
森
本
一
峯
氏
で
あ
っ
九
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
混
声
合
唱
の
誌
な
ど
、
当
時
数
少
な
い

男
女
什
<
学
の
学
園
で
奔
易
に
笑
現
で
き
な
い
異
色
あ

る
大
乱
で
、
公
禎
条
都
と
大
阪
の
二
か
所
で
行

オ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
立
銚
の
余
地
も
な
い
盛
況
で

こ
ぞ

あ
り
、
各
新
聞
は
挙
っ
て
こ
れ
を
報
じ
、
N
H
K
は
、

こ
の
た
め
に
特
に
全
国
中
継
放
送
を
行
っ
た
。
ま
だ

民
問
放
送
な
ど
な
く
、
権
高
か
と
思
わ
れ
て
い
た
N

H
K
が
こ
れ
を
と
り
あ
げ
、
し
か
も
全
国
中
継
を
や

る
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
社
会
的
雫
件

と
も
一
盲
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
だ
し
そ
の
代
わ

り
、
時
間
の
都
合
で
第
二
部
の
終
仙
を
飾
る
ハ
レ
ル

ヤ
コ
ー
ラ
ス
の
大
合
唱
で
終
わ
り
、
第
二
部
は
カ
ッ

ト
さ
れ
て
、
折
角
の
六
十
周
年
悪
行
事
に
メ
サ
イ

ア
全
曲
演
奏
の
形
が
と
れ
な
か
っ
た
の
は
、
今
で
も

残
念
の
思
い
が
残
る
が
、
宗
教
音
楽
の
耕
麗
と
「
良

、

;

さ
」
を
内
外
に
周
知
せ
し
め
た
業
紗
は
、
黒
社
竒

楽
部
史
上
特
筆
す
べ
き
も
の
と
一
言
っ
て
ょ
か
ろ
う

こ
れ
を
皮
切
り
と
し
て
、
そ
の
後
数
年
間
メ
サ
イ
ア

演
癸
会
は
伺
志
社
の
年
末
行
事
と
し
て
続
け
ら
れ
、

戦
条
中
一
時
と
だ
え
た
が
、
終
戦
後
髄
数
年
に
し
て

復
活
、
創
立
九
十
周
年
に
は
正
式
な
学
校
一
皐
と
し

て
メ
サ
イ
ア
実
牙
員
会
が
鞭
さ
れ
て
、
県
'
が

し

主
導
の
役
を
果
た
し
、
扇
来
、
今
Π
ま
で
学
剛
に
欠

か
せ
ぬ
年
小
g
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る

U
.

、

む
ノ
ノ

規
模
も
充
笑
し
、
<
,
で
は
も
っ
ぱ
ら
モ
ツ
ァ
ル
ト
、

ク
リ
ザ
ン
ダ
ー
編
の
一
管
編
成
と
な
り
、
舎
部
の

'
元
个
演
突
を
毎
午
行
っ
て
い
る
。

昭
和
十
四
年
、
戦
時
色
が
よ
う
や
く
濃
く
な
り
始

め
、
楽
器
な
ど
を
あ
ま
り
お
お
び
ら
に
持
ち
歩
き
す

る
の
に
気
が
ひ
け
る
よ
う
な
空
気
に
な
っ
て
い
た

頃
、
一
靴
W
会
鯲
ホ
ー
ル
で
、
当
時
名
突
と
も
に
鱸

盛
刈
に
あ
っ
た
削
冴
定
剣
演
奏
会
が
開
か
れ
た

、
,
.

丁
度
そ
の
塒
、
バ
イ
オ
リ
ン
の
犬
才
小
ノ
年
と
闇
オ

れ
、
昂
く
か
ら
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
た
宮
本
政
雄

氏
(
昭
妬
六
経
卒
、
現
大
阪
音
大
教
授
、
同
靭
常
任
指
押
者
)

が
同
大
に
在
学
、
同
粋
部
員
と
し
て
大
編
中
で
あ

一
ん

つ
九
。
ま
だ
揺
鰭
時
代
を
悦
し
た
ば
か
り
の
Π
本
の

楽
讐
は
宕
の
大
象
で
あ
っ
九
、
モ
ギ
レ
ウ
ス
キ

身

ー
や
ク
レ
ー
ン
に
師
那
し
て
、
弱
冠
十
七
歳
に
し
て

そ
の
優
れ
九
才
能
を
鬻
ら
れ
て
い
六
。
そ
し
て
こ

の
演
奏
会
に
、
同
君
が
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
バ
イ
オ
リ

ン
協
夫
人
曲
二
:
調
を
弾
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、
九
ま
た
ま
京
都
在
住
の
束
久
邇
宴
L
一
家
が
来

゛
)
、

聴
す
る
こ
と
に
な
り
、
準
戦
時
下
の
こ
と
と
て
、

呈

族
一
家
の
ど
儒
と
あ
っ
て
同
'
は
上
を
下
へ
の

大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
災
は
、
そ
の
頃
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

岬

、
}

'

.
'

.
i

゛

.
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仁
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フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
や
モ
ー
ニ
ン
グ
姿
で
公

、

場
に
駆
け
つ
け
、
歓
鐙
卵
し
上
げ
る
と
い
う
前
代

犬
問
の
音
饗
と
な
っ
九
。
こ
の
日
の
演
琴
は
、

部
員
一
伺
は
大
張
り
切
り
で
、
宮
本
君
の
銘
器
ガ
ル

念

ネ
リ
ウ
ス
の
斉
色
は
ひ
と
き
わ
冴
え
て
、
大
成
功
裡

こ
"
瓣
を
村
じ
、
心
大
い
く
Π
頃
の
創
飲
を
卜
げ
た

、
0
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
楳
J
、
建
田
鉉
貞

(
Ⅲ
2
 
.
'
犬
償
・
)
が
L
L
つ
六

や
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
プ
.
な
ど
が
歴
史
も
卜
H
く
、
既
に

ぱ

全
倒
に
名
を
覇
せ
て
お
り
、
そ
の
活
躍
ぷ
り
は
縦
し

も
が
文
切
な
し
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
九
が
、
我

我
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
望
団
編
成
の
性
質
上
、
部
賀

予
算
を
食
う
契
Π
に
は
活
動
は
低
朋
で
、
ど
ち
ら
か

ふ
ら

と
見
ば
学
友
会
の
嫌
わ
れ
も
の
で
、
何
か
に
つ
け

宅
一継

f
吸
い
を
受
け
て
い
九
も
の
だ
が
、
-
し
の
U
ば
か

凡
t
コ

り
は
総
長
(
牧
野
児
次
埀
を
始
め
学
校
Ⅷ
↓
局
の
お
偉
力

同
鷲
最
近
の
特
別
な
行
胴
と
し
て
は
、
創
立
五
十

燭
爲
念
突
会
と
し
て
、
昨
郁
上
月
、
・
示
都
会

築
ー
ル
で
街
.
の
べ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
交
櫛
曲

「
倫
を
公
演
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ム
演
で

特
築
す
べ
き
こ
と
は
、
百
名
近
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部

員
中
人
の
臨
時
雇
い
も
な
く
、
O
B
の
数
儁
が
参

犠
時
巾
す
べ
て
の
背
楽
部
は
仮
死
状
態
に
あ
っ
た

が
、
戦
後
同
縛
は
一
県
く
得
し
、
復
員
し
た
ぱ
か

り
の
栞
政
雄
氏
を
指
邦
者
に
迎
え
、
昭
和
二
十
'
一

年
に
早
く
も
「
、
ヘ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
夕
」
と
銘
を
打
っ

系
十
八
同
定
捌
演
突
会
を
明
き
、
戦
後
の
荒
廃
し

た
人
心
に
潤
い
を
与
え
九
。
一
方
、
北
は
北
海
道
か

ら
,
削
は
四
岡
、
九
州
の
N
剤
巾
へ
佃
郁
沙
発
旅
行
を

な
ま

行
い
、
機
会
に
忠
ま
れ
な
い
地
方
の
人
た
ち
に
、

生

の
良
き
斉
葦
繋
せ
る
と
詞
時
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
歴
史
、
そ
の
構
成
、
種
々
楽
器
の
解
説
な
ど
し

て
人
い
に
詳
染
に
ぐ
、
く
し
た
。
戦
後
、
新
制
人
γ
へ

の
W
り
梦
~
と
詞
時
に
学
乍
数
が
急
増
し
、
ま
九
、

女
f
大
学
の
参
加
に
ょ
り
ー
々
と
部
員
が
懐
備
さ
れ

て
、
学
*
の
み
の
手
で
'
他
1
ま
九
は
竹
編
成
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
へ
と
規
繁
」
大
に
し
て
棗
団
へ
宗

R
し
て
行
っ
六
。
そ
し
て
朧
羽
.
寸
六
什
力
ら
辺
教

大
学
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
合
同
の
交
歓
演
爽
会
が
価

那
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
堀
一
の
黄
金
"
代
が

始
ま
る
。
立
教
オ
ケ
と
同
幾
は
互
い
に
よ
き
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
、
半
ご
と
に
曲
圃
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
兢

こ
れ
ま
で
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
L
」
し
て
は
、
チ
ャ

)
、

(イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ド
ポ
ル
ザ
ー
ク
、
シ
ベ
り
ウ
ス
、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
、
ス
ト
ラ
ビ
ン
ス
キ
ー
等
々
、
被
前

忙
は
少
想
も
し
な
か
っ
た
大
曲
を
次
々
と
乎
が
け

一
＼
一
般
繋
の
纂
的
素
養
を
高
め
る
一
助
と
な

る
程
に
ま
で
牛
長
し
た
。
昭
和
凶
十
'
.
俸
に
は
令
国

に
散
在
す
る
O
B
は
.
4
六
名
を
超
え
、
そ
の
年
の
秋

に
「
同
縛
O
B
会
一
を
結
成
、
初
代
の
会
長
、
製

^
に
そ
^
一
て
^
、
^
旧
^
^
^
、
↑
^
^
^
^
(
昭
8
火
英
卒
)

の
而
名
が
送
ぱ
れ
て
、
価
年
総
会
を
削
い
て
会
員
州

五
の
親
睦
を
鬨
る
一
ガ
、
現
役
学
生
に
少
な
か
ら
ぬ

物
心
.
山
.
剛
の
援
助
を
り
え
て
い
る
。

第九交僻曲公演(昭τ「」50午)
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加
し
た
だ
け
で
、
す
べ
て
悦
役
学
雄
の
み
の
下
で
行

わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
介
唱
部
も
ソ
リ
ス
ト
を
除
い
て

す
べ
て
学
内
の
A
隅
団
及
び
有
志
の
人
た
ち
ぱ
か
り

の
演
秦
で
あ
り
、
ま
九
指
揮
は
宮
本
政
雄
氏
で
あ

り
、
五
十
周
年
を
飾
る
に
相
応
し
く
大
盛
会
裡
に
終

わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
お
も
ち
ゃ
」
か
ら
「
第
九
」

ま
で
1
思
え
ぱ
大
正
の
耒
期
に
十
数
名
璽
ま
っ

て
、
「
お
も
ち
ゃ
の
六
X
瓣
曲
(
戸
.
冨
0
鑓
二
、
ズ
ヨ
(
一
段
・

m
イ
コ
{
o
a
n
)
か
ら
始
め
て
、
レ
"
典
の
蛙
砕
で
あ
る

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
「
合
川
」
の
公
演
ま
で
五
十

刷
志
社
は
新
島
襄
を
は
じ
め
、
.
由
年
に
わ
九
る
諸
先
輩

の
努
力
に
ょ
っ
て
受
け
樂
れ
て
き
た
貰
重
な
文
化
的
遺

産
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は
九

熊
木
に
い
た
る
全
国
各
地
に
、
さ
ら
に
、
述
く
ア
メ
リ

力
の
地
、
ボ
ス
ト
ン
を
中
心
と
す
る
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
地
方
に
ま
で
も
、
新
島
嬰
ゆ
か
り
の
多
く
の
遺
跡
を
境

存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
貰
妥
文
化
的
遺
物
・
遺
跡
を
、

百
年
を
迎
え
た
同
志
社
人
が
内
外
に
彬
し
、
カ
メ
フ
の

眼
を
通
し
て
で
き
る
だ
け
広
く
り
ル
録
し
、
さ
ら
翫
在
の

向
志
社
の
生
き
た
安
を
あ
り
の
ま
ま
に
と
ら
え
て
後
世
に

伝
え
た
絵
図
の
も
と
に
、
写
泰
『
恩
社
一
 
0
0
作
』

創
立
百
周
年
黒
誕
の
つ
と
し
て
企
両
さ
れ
、

、

今
回
刊
行
を
み
た
わ
け
で
、
次
の
内
容
の
あ
る
写
卜
只
が
、

現
在
可
能
な
限
り
の
優
秀
な
カ
メ
ラ
・
ワ
ー
ク
と
印
刷
技

術
を
通
し
て
、
編
さ
ん
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。

年
の
少
み
を
毓
け
た
同
ぷ
社
交
縄
楽
団
に
は
、
ま
だ

洋
々
た
る
器
が
あ
る
と
思
う
。
現
在
全
岡
振
数

に
艇
生
し
九
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
、
既
に
過
去
の

学
芸
会
的
な
活
動
の
域
を
脱
し
て
、
各
地
方
地
方
の

蓋
を
り
ー
ド
す
る
ま
で
に
優
れ
九
も
の
も
見
ら
れ

る
。
そ
の
昔
、
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
ま
だ
ま
だ

存
在
し
な
か
っ
た
頃
か
ら
、
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は

次
々
と
挺
生
し
、
あ
る
資
料
を
鯉
て
み
る
と
、
こ

う
し
た
学
生
の
了
に
な
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
っ

て
、
木
邦
製
が
行
わ
れ
た
仙
が
少
な
か
ら
ず
見
出

さ
れ
る
の
に
摂
い
六
。
ベ
】
ト
ー
ベ
ン
の
釜
曲
や

序
曲
の
小
の
幾
つ
か
も
そ
う
で
あ
る
。
刷
劉
が
そ
の

苦
公
演
し
た
シ
ベ
り
ウ
ス
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ

エ
ン
.
サ
ガ

ア
」
や
難
曲
「
伝
説
」
な
ど
も
、
案
外
本
邦
初
演
だ

つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
ん
な
点
で
も
、
学
生
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
文
化
活
動
の
向
上
に
一
爽
を
に
な
っ
六

事
実
を
仁
じ
た
い
。
同
志
社
交
響
楽
団
も
そ
の
中
の

一
員
と
し
て
。

{
谷
第
1
部

第
2
部

体
裁

(
.
J
イ
父
,
,
教
授
・
英
"
峡
同
鷲
O
B
)

ノ

§
ミ
盲
亭
、

ノ

同
志
社
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
建
物

伺
志
社
の
現
在

伺
志
社
の
遺
跡
・
遺
物

豪

1

上
製
本

弧
製
木

A
4
判

発
行
所

総
ク
ロ
ス
貼
化
粧
ケ
ー
ス
付

頒
価
三
、
 
0
0
0
円
(
送
料
八
0
0
円
)

頒
価
九
、
 
0
0
0
円
〔
送
料
八
0
0
円
)

カ
ラ
ー
九
十
三
レ
Π
サ

七
ト
ニ
無

゛
豊

一
綻
美
術
印
刷
オ
フ
セ
ッ
ト
多
色
刷

な
お
、
『
向
志
社
一
 
0
0
作
』
の
別
冊
と
も
い
え
る
『
同

志
社
1
そ
の
一
 
0
0
年
の
あ
ゆ
み
」
(
ヒ
製
木
・
並
製
本
)

も
同
^
に
^
一
^
き
^
北
。

学
校
法
人
伺
志
社

日
本
写
奇
刷
株
式
会
社

同
志
社
収
益
事
業
課

印
刷
製
本

発
売
方
法

写真集『同志社100年』刊行

が
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